
書式第 12号 (法第28条関係)

事 業 報 告 用

2023年 度 事 業 報 告 書

生症墜整壺理璽墜壺璧 z_ト ビ2子地:重の子ネットワーク

1 事業の成果

【食物アレルギー、生活困窮者 。貧困支援】

型コロナ禍以降も世帯収入の減少、失職、ひとり親家庭などの困難な状況から、食物アレルギーのある

どもの中にも経済的な困窮に陥っている人がいます。食物アレルギー用食品は計画生産が徹底されている

めかフー ドバンクやフー ドパン トリーにも出回ることがほとんどないようです。食物アレルギーの子どもカ

済的に困窮 してもフー ドバンクや子ども食堂を頼ることができない事例が散見されます。

020年度から引き続き、食物アレルギーの子がいる貧困家庭、ひとり親などを主な対象として、アレルギ

粉ミルク、アレルギー用食品 (食料)支援、子ども食堂へのアレルギー食材料提供と情報支援、フー ドパ

トリーヘの食品供給などをテーマに活動 しました。

数の助成金を申請し採択されて何とか 「支援」を実現 してきましたが、これは少ないスタッフで実施する

集中の作業を、事業採択されるたびに繰 り返 しているため、支援は実現 しましたがスタッフは疲弊 しま

した。ひとたび貧困に陥った人が、新型コロナ禍が去ったからといってすぐに普通の生活に戻れるわけでも

ありません。私たちの事業展開も、短期集中から中長期を視野に入れた支援の形を構築しなければならなし

と感 じており、そのためのネットワーク構築と資金調達が大きな課題です。

【ケアリーバー支援】

支援だけを30年以上続けてきましたが、夏休み環境教育キャンプを26回以上継続開催した中で、ほと

どの開催時に「里子」や 「ファミリーホーム」の子ども達を毎年3～ 5人無料招待 してきました。被虐待児童、

達障害、外国ルーツなどいくつかの課題があって親元で生きることができなくなつた子ども達と関わる中

で、児童養護施設やファミリーホーム卒業後の子ども達がその後もたくさんの困難の中にあり、貧困であり

けることが気になっていました。新型コロナ禍でその状況が広がっていることを知り、2021年度から新

な事業として児童養護施設やファミリーホーム、里親 (社会的養護)の卒業生となったケアリーバーを対象に

した 「ステップルーム」の運営を開始 しました。 18歳～23歳をおよその対象年齢 として、女性を対象に自

した生活の練習の場として住む場所を提供 しています。これは私たちにとって全く新 しい試みですが、今ま

での活動の必然の展開であったと思います。すでに「ステップルーム」を退出して就職した若者もいる一

で、退出後困難な生活に直面している若者もいます。新たな試みとして、一人暮らしをするケアリーパー

の食料支援も開始しました。この取 り組みも資金調達が大きな課題です。



2 事業の実施に関する事項 (事業費の総費用 【19,470】 千円)

(1)特定非営利活動に係る事業

定款に記載
された
事業名

事業内容 日 時 場 所
従事者

人 数

受益

対象者

範囲

受益

対象者

人数

事業費

(千円)

(1)ア トピー・
|

アレルギー|

性疾患等|」

関する相談

事業

・相談窓口開設(オンライン)

アトピー・アレルギー性疾患のある患者

の保護者や当事者などからの相談を受

け、相談者に寄り添い暮らし方のアドバ

イスをした。「正しい答え」を伝えるので

はなく、相談者が自身で判断するための

伴走者として当法人の相談窓日はある。

大規模災害で被災したアレルギー患者・

災害弱者、育児放棄や虐待などで親と

一緒に暮らすことができない子どもを受

け入れる里親・ファミリーホーム、また、

企業・団体・行政職員などからの相談も

受け付けている。一部オイシックス・ラ・

大地(株)及 びパルシステム生協連合会

協力事業

事前予約

制、原則

毎週金曜

日開設

(休 日、8

月休み)

人

、テレ

―ク場

4人 食物アレル

ギー、喘息、

アトピー性皮

膚炎などの

アトピー・ア

レルギー性

疾患、化学

物質過敏症

患者、生活

困窮者及び

一般市民、

企業・団体、

行政等

60メ、・

団体

0

(2)疾 患発症

の背 景 とし

ての環境問

題や患者の

QOL(生 活

の質 )向 上

等に関する

調査 、研究

開発及び政

策提言事業

・新型コロナ禍以降生活困窮しているア

レルギー患者家族へのヒアリング

アレルギー用粉 ミルクや食品を送付

した患者家族を対象に、状況を把握

し支援活動の実際に活用 した。

4月 ～3月 法人事務

所、テレ

ワーク場

所

4人 アトピー・ア

レルギー性

疾患患者と

その家族

31人 25

(3)キャンプや

食農教清資を

通じた環境ぢ

育事業

・夏休み環境教育キャンプと秋山プロジェ

クトなどの野外活動は休止した。ノエビア

グリーン財団助成による次年度野外イベン

トは「④情報提供事業」に記載し,L

4月 ～ 3月 法人事務

所、テレ

ワーク場

所

4人 アトピー・ア

レルギー性

疾患患者と

その家族

0人 0

4)情報誌

やウェ

イト運営、

ミナー・

ント開催、

師派遣・

筆等に

情 報
・普及

事業、

育成事業

・Webサイト「食物アレルギー危機管理情

事l(FAICM)」

アレルゲン混入事故食品に関する自主

回収情報を本サイトにアップ・集約し、サ

イトに登録した食物アレルギー患者など

|に案内メールが直接届くWebサイトを運

開した。市民と企業による公共知の創造

|を 目指しており、本サイトは食品回収事

1故のデータベースとして機能している。

|*FAICM=Food AnerⅣ Inbrmation

pr Crisis Management

4月 ～3月 法人事謝

所、テレ
|

ワーク場 |

所   |

4人 アトピー・ア

レルギー性

疾患患者と

その家族及

び一般市

民、企業・団

1体 、行政等

不特定

多数

4,5

・ホームページの運用

活動内容の紹介等、広く情報提供を行

った(オンラインクレジットカード、コンビニ

等決済システム維持管理を含む)。 同じく

SNSも運用した。

4月 ～ 3月 法人事務

所、テレ

ワーク場

所

7人 アトピー・ア

レルギー性

疾患患者と

その家族及

|び一般市

1民 、企業・団

1体 、行政等

不特定

多数



(1)特定非営利活動に係る事業

定款に記載
された

事業名
事 業 内 容 日 時 場 所 従事者

人 数

受益

対象者

範囲

受益

対象者

人数

事業費

(千円)

・「アトピー・アレルギー応援カタログ

アトピー性皮膚炎や食物アレルギー

族の暮らしを応援するために、

トピー性皮膚炎や食物アレルギーに

応した食品や生活用品などを製造・

売する企業の各商品やサービスを
つのカタログに集め、情報を必要と

している患者家族に医療機関等から
した。また患者の居る保育園・

稚園・学校、福祉施設等にも無料配
した。ダウンロードも可能。

23」 発行

月～3月

、テレ

―ク場

人 事 7人 トピー・ア

ルギー性

患患者と
の家族及

び一般市

、企業・団

、行政等

0,000人

・エピペン携帯ケース(Help kit)

エピペンを子ども自身が持参し自己

と危機管理をするための「ェピペ

帯ケース」を制作、頒布した。
*エピペン:食物アレルギー緊急時治

用 自己注射

月～3月

ワーク場

、テレ

人事 トピー・ア

レルギー性

1患患者と

の家族及

、企業・団

、行政等

般市

15人

・アレルギー対応製品販売協力

アレルギー対応製品を選択せざるを

えない患者が安心して商品選定がで

ようアレルギーや商品に関わる動向

についてリサーチを行った。オイシック

・ラ。大地(株)協力事業

月～3月

―ク場

、テレ

人 事 力先の会

、アトピ

・アレルギ

性疾患患

とその家

15,000ノ、

・講師派遣

アトピー・アレルギー性疾患について

の、患者実態、危機管理、災害救援。

どもや保護者が抱える課題。ケアリ

―バー支援等について、市民、企業・

団体・行政・学校等に広く提供した。新
コロナ禍オンラインでの開以降、少

実開催も増えてきた。一部自主企画開

桂もあった。

月～3月

定する
場

、テレ

―ク場

が

人事

人 トピー・ア

ルギー性

患患者と
の家族及

び一般市

民、企業・団

、行政等

80人

レルギー表示に取り組む組織の事

局運営に協力した。 (一ネD食物ア

ルギーフォーラム協力事業

・組織運営協力 月～ 12 法人事 人

ロ

力先の会

企業(食

・流通等)

10人

4)情報誌発

イト運営、

ミナー・イ

ント開催、

師派遣・

筆等によ

情報提
・普及啓

事業、人

育成事業

ウェブ

・Webサイト「東京子育て・食物アレル

食物アレルギーのある子どもを養育

る母親自身が都内の身近な場所で

験した「よいこと」を集め、事実確認と

情報整理をしながら、広く活用できるホ

ームページを運用した。

―まっぴんぐ」

月～ 3月 人 事 3人 トピー・ア

ルギー性

患患者と
の家族及

び一般市

民、企業・団

、行政等

特 定



(1)特定非営利活動に係る事業

定款に記載
された

事業名
事 業 内 容 日 時 場 所

従事者

人 数

受益

対象者

範囲

受益

対象者

人数

事業費

(千円)

4)情 報

行やウ

サイト

、セミ

・イベン

K

開催 、講

■ユ・tヽ

による

提供・

啓 発

、人材

事業

・執筆書籍・発行冊子、依頼された冊

子の普及

当法人が執筆した書籍や冊子等の印

刷物を普及、頒布した。また、行政が

作成し配布依頼のあった冊子も配布し

た

4月 ～3月 法人事務

所、テレ

ワーク場

所

4人 アトピー・ア

レルギー性

疾患患者と

その家族及

び一般市

民、企業・団

体、行政等

1,000人

・情報センター機能

市民・企業・団体・行政・マスコミ等ヘ

の情報提供、研究協力等のため、各種

情報誌や学会誌、書籍、集約したデー

タ等を閲覧、公開、提供した。デジタル

及びオンラインを利用しての提供とな

った。

4月 ～3月 法人事務

所、テレ

ワーク場

所

4人 アトピー・ア

レルギー性

疾患患者と

その家族及

び一般市

民、企業・団

体、行政等

11人

・依頼原稿等の執筆

依頼原稿執筆等、広 く情報提供を

行った。

4月 ～3月 法人事務

所、テレ

ワーク場

所

4人 依頼者の運

営するホー

ムベージ閲

覧者等

不特定多

数

・集い・私発見/未来の選択

食物アレルギーがあることで外食や

宿泊行事などをほとんど経験したこと

がない中学・高校。大学生などの若者

を招待し、病気の仕組みや食品表示

の見方などの学習会や自身の経験を

振り返り自立に向けて問題解決能力

を身につけるためのワークショップを開

催した。セブンーイレプン・ジャパンや

エスビー食品提供のワークショップも

開催。施設レストランと話し合い食物

アレルギー対応の食事を提供、一部

食材を持ち込んで提供。

また、次年度4月 開催予定の食物アレ

ルギーの子どものいる家族を対象とし

た日帰リピクニックの準備を行った。

(公財)ノ エビアグリーン財団助成事業

5月 ～ 3月

2月 10日

～12日

(2泊 3日 )

国立 オ リ
|

ンピッタ|

記念青少

年総合セ
|

ン タ ー 、 |

法人事務

所、テレ

ワーク場

所

5人 食物アレル

ギーのある

中学・高

校 。大学生

などの若者

34人

・オンライン詢坐の開催
「新型コロナ禍・食物アレルギーの子ど

も達への支援・ケアリーバー支援」「貧

困・ひとり親・家族の支援」「食物アレル

ギーを学ぶ」「食物アレルギーとジェン

ダー」「災害・新型コロナ禍・患者支援

の実際と市民活動の役割」「アレルギ

ー表示を学ぶ」をテーマとして研究者

を講師にオンライン講座を開催した。

大和証券グループこども支援団体サス

テナブル基金、 (公財)日 本フィランソ

ロピック財団子どもまんぶく基金、

(公財)SOMPO福祉財団助成事業

4月 ～

3月

全9回

法人事朔

所、テレ
|

ワー ク場 |

所   |

4人 アトピー・ア

レルギー性

疾患患者と

その家族及

び一般市

民、企業・団

体、行政等

180人



(1)特定非営利活動に係る事業

定款に記載
された

事業名
事 業 内 容 日 時 場 所 従事者

人 数

受益

対象者

範囲

受益

対象者

人数

事業費

(千 円)

(5)災 害 時

におけるア

レルギー患

者 。災害弱

者等の救援

及び防災。

減 災 推 進

事業並びに

生 活 困 窮

者 等 支 援

事業

・災割ラυルギー′害者支援ツール開発

レジャーシート(ピクニックシート)に「食

物アレルギーの症状」「アナフィラキシ

ー救命の方法」「食品表示の見方」「食

料支援が必要な時の連絡先」を印刷し

て各地の専門医・自治体(防災・子育て

支援)2,∞0カ所へ無償配布し,電

・災害時緊急連携のネットワーク構築

食品・流通企業との連携を試みた。

ネットワーク構築までには至らなかっ

たが継続してネットワーク構築を模索

する。大和証券グループこども支援

団体サステナブル基金助成事業

4月 ～

12月

法人事務

所、テレ

ワーク場

所

4人 アトピー・ア

レルギー性

疾患患者と

その家族及

び一般市

民、企業・団

体、行政等

2,200人 6,628

・アレルギー患者支援プロジェクト

新型コロナ禍以降、生活困窮してい

る、赤ちゃんのいる家族、子育て中の

家族、妊婦、ひとり親、外国籍の人な

どの暮らしを少しでも応援するため

に、食物アレルギー用粉ミルクやアレ

ルギー対応食品を無償提供した。食

物アレルギーの子も一般の子も同じ

ものを食べるユニバーサルな食事提

供を試みる子ども食堂等にアレルギ

ー用の食材料を無償提供した。アレ

ルギー用粉ミルクは消化管アレルギ

ーの子どもにも無償提供した。
パルシステム共済連、(公財)日 本フィ

ランソロピック財団助成事業

4月 ～3月 法人事務

所、テレ

ワーク場

所

5人 アトピー・ア

レルギー性

疾患患者と

その家族、

生活困窮者

及び一般市

民

250人

(6)ケ アリー
|

バー (社 含

的 養 護 網

験者)の 劇

援、児童福
|

祉法に基づ

|く 児童生潤

1自 立 援 助

1事業

に、定期的に食料を無償

K■じXO:基金、(クコうよDヽP絣副:」謝[欧

(ケ燎う日本フィフンソロピック財団、(グ 0ヾユ
ニバーサル:翅象センター助戎事業

・ケアリーバー(社会的養護経験者)の
|

自立サポートプロジェクト     |
児童養護施設や里親・ファミリーホー

|

ムなどの社会的養護施設を卒業した保
|

護者と一緒に暮らすことができない181

～23歳前後の女性達が安心して過ご

せる居住スペース(ステップルーム)を

提供し、その自立を応援した。居室(個

室)を提供し、生活に必要な家電製品

やⅧ―Fiなどの通信環境を整え、居室

へのエアコン設置も行っ′亀週数回の

|夕食と自分で1日 3食の食事を作るため

|の食材料を提供した。定期的な不安解

1消のためのサポートも実施。

|また、一人暮らしをする低収入のケ

4月 ～3月 法人事務

所、テレ

ワーク場

所、山梨

ブランチ

10人 ケアリーバ

ー及び一般

市民

3人 8,27

した。
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賃 借 対 照 表
特定非営利活動法人アトし・ッ子地球の子ネットワーク

全事業所

[税込](単位 :円 )

2024年 3月 31日 現在

《資産の部》

【流動資産】

(現金・預金 )

現   金

普通 預金

現金・預金 計

(売上債権 )

未 収 金

売上債権 計

(棚卸資産 )

棚卸 資産

棚卸資産 計

(そ の他流動資産)

立 替 金

その他流動資産 計

流動資産合計

【固定資産】

(投資その他の資産 )

出 資 金

敷   金

投資その他の資産 計

固定資産合計

資産合計

【流動負債】

未 払 金

短期借入金

預 り 金

未払法人税等

流動負債合計

【固定負債】
長期借入金

固定負債合計

負債合計

前期繰越正味財産

当期正味財産増減額

正味財産合計

負債及び正味財産合計

10,000

80,000

90,000

245,878

3 185 613

3,431,491

2 099 126

2,099,126

371 958

1,371,958

8,274

274

6,910,849

90,000

《負債の部》

69 900

9,035,000

《正味財産の部》

7,000,849

15,022,705

△ 8 021 856

7,000,849

5,346,625

553,340

17,840

5,987,705

9,035,000

△ 7.839,262

z:ゝ  182,594



財務諸表の注記
特定非営利活動法人7■ ′子地球の子ネ外7-' 2021年 3月 31日 現在

【重要な会計方針】
財務諸表の作成は、NPO法人会計基準 (2010年 7月 20日  2o17年 12月 12日 最終改正 NPO法 人

会計基準協議会)によつています。

(1).棚 卸資産の評価基準及び評価方法

最終仕入原価法による原価法

(2).消 費税等の会計処理

消費税等の会計処理は、税込み経理方式によつています。

ノ,

〔借入金υ)増減内訳】

:税 込](軍 仁 1円 )

〔使途等が制約された寄付等の内訳1

使途等が制約された寄付等の内訳は以下の通りです。当法人の正味財産は△8,021.866円 ですが、そのうち

3.880,322円 は翌期の事業に使用される財産です. したがって、使途が制約されていない正
'オ

:財産は△

11,905,178円です。
税込  (率

“

_11)

■ 目

(短期僣 入金 ,

役 員等借入

(長期倍 入金 )

役員等借 入

日本政策金融公章

合計

1.063.340

2.000,000

3.190.000

510.000

1.155.000

oo3.310

」.000.000

7.03う .000

11.250.010 1 665.1,00 0.588.340

723,488

0

0

7, 043

450.000

66.900

42.171

22.472

279.950

126.000

111.329

16.608

460.251

492.900

156.500

46.189

6.8'9
'30.531

う81.513 l.S31,.ド Fヽ 3.155.340

0

1.413.816

0

1.135.238

16.332

0

630.696

135.190

2,139.545

0

960.000

0

6.415

△ 676.803

4.899.000

451.322

1.135.238

2.584,038

9.578

1,052,876

1,295,993

4.243.532

335.779

960.000

16.700

7.381

0

044

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

800

140

822

0

237

578

180

741

156

0

0

700

380

16

△ 676

2.356

186

008

9

422

311

176

0

110.000

266.000

0

569.409

0

0

849.002

927.831

335,779

0

0

86

6.437.230 16.31う . 10419.014 3.311.631 6.o17.227

o.2「 1119 19.470.97125.923 4.542.162 0.628.,70

(人 件■)

給料 手当(事業)

臨時属賃金

法定福利贅 (事業)

適 働 費(事業)

人件費計

(そ の他経費)

売上 原価

業務委託費(事業)

騒 腑 全

外 注 贅

印刷製本費(事業)

資 料 贅 (事業)

旅費交通費 (事業)

通信運搬姜 (事業)

備品消耗品費 (事業)

水道光熱費 (事業)

地代 家賃 (事業)

保 険 料 (事業)

支払手数料 (事業)

その他経費計

合計

934,720

0

3.049,500

1.210,000

060.OOO

2.o00.000

3.0)0.0(0

4.490. `22

0

2.990.∞ 0

,0.703

2.500.000

2. 169.976

4.493.722

3.049.600

1.210.000

660.000

871.123

90.703

0

1.'64 テ45

0

0

0

0

:. 118.5,「

0

5.S51.220 13.07.1. 125 15.045.323 3.88〔 .ヽ,22

m3じ KO基金

(公財 )〔 1本 フィランソロピック

財1l rど ,,去 んぶく基0

(公 ′[)ユ ニバーサル支縁センター

大Ⅲl(券 グループ未来応授ボンド

こど(,文接|1体サステナブル基金

パル システム共済連

(公財 )S∝Ю福祉財団

(公財 )ノ エ ビア タ リー ン財団

利子補綸

合計

553.340

9.035.000

(貸僣対照表 )

短期借入金

長期告 人全

貸借対照表計

□
=■

□

〔役員及びその近親者との取引の内容】
役員及びその近親者との取引ti以 下の通りです

■,= 彗コ書 入 当コ過 姜

,1日 内.■■との政り|

|タアッースー支i斜 日 選

“

合

"

彗普

"吉
彗11■力●口l 当詢●レ月日 | ●考



財 産 目 録
特定非営利活動法人アトヒ・ッ子地球の子ネットワーク

全事業所

[税込](単位 :円 )

2024年 3月 31日 現在

《資産の部》

【流動資産】

(現金・預金 )

現   金

普通 預金

現金・預金 計

(売上債権 )

未 収 金

売上債権 計

(棚卸資産 )

棚卸 資産

作成物等

棚卸資産 計

(そ の他流動資産 )

立 替 金

FAF

その他流動資産 計

流動資産合計

【固定資産】

(投資その他の資産)

出 資 金

東京三協信金

敷   金

山梨ブランチ

投資その他の資産 計

固定資産合計

資産合計

245,878

3,185 613

3,431,491

2,099,126

2,099,126

1,371,958

(1,371,958)

1,371,958

8,274

(8,274)

8 274

90,000

6,910,849

90,000

10,000

(10,000)

80,000

(80,000)

《負債の部》

5,346,625

553,340

17,840

(4,548)

(13,292)

69,900

7,000,849

15 022 705

【流動負債】
未 払 金

短期借入金

預 り 金

報酬源泉

給料 。税理士源泉

未払法人税等

流動負債合計

【固定負債】

長期借入金

固定負債合計

負債合計

正味財産

9,035,000

5,987,705

9 035 000

∠:ゝ 8,021,856



書式第 18号 (法第 28条関係)

2022年度 年間役員名簿 (前事業年度において役員であつたことがある全員の氏名及び住所又は居所並
びにこれらの者についての前事業年度における報酬の有無を記載した名簿)

2024年 3月 31日 現在 特定非営利 動法人ア トピッ子地球の子ネットワーク

1 確認事項 (法第20条及び第 21条 を確認の上、チェックを入れてください。)

□以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第 20条関係)

□各役員について、親族の規定に違反していません。 (法第 21条関係)

2 役員一覧

役 名
どちらかに○

(フ リガナ) 前事業年度内の

就任期間

報酬 を受 けた期間

(該当者のみに記入)氏    名

1
・監事

ヨシザワジュン 2023`年4月 1日

2024年 3月 31日

年  月  日

年  月  日吉澤 淳

2 監事理 事

アカギ トモ ミ 2023年 4月 1日

2024年3月 31日

年1   月   日

年  月  日赤城 智美

3
・監事理 事

アマガサケイスケ 2023.年4月 1日

2024年 3月 31日

年  月  日

年  月  日天笠 啓祐

4 ・監事理 事

イマムラシンタロウ 2023年 4月 1日

2024`年 3月 31日

年

年

月

月

日

日今村 慎太郎

5 ・監事理 事

ウシヤマ ミホ

牛山 美穂

2023年 4月 1日

2024年3月 31日

年

年

月

月

日

日

6 監 事

キムラアキ ヒロ

木村 彰宏

2023年4月 1日

2024年 3月 31日

年  月  日

年  月  日

7 ・監事理 事

, y, t-'? t- t)

+i-r Z 2023`年 4月 1日

2024年3月 31日

年 月

月

日

日年
C00K EMMA

ELIZABETH

8 監事理 事

ゴ トウカズアキ

後藤 和明

2023年 4月 1日

2024年 3月 31日

年  月  日

年  月  日

9 監事

サガネアキノリ 2023`年 4月 1日

2024年 3月 31日

年   月  日

年  月  日相根 昭典

10 理 事 ・監事

スギハラカツラ

杉原 桂

2023年 4月 1日

2024年 3月 31日

年

年

月

月

日

日



書式第 18号 (法第 28条関係)

2023年度 年間役員名簿 (前事業年度において役員であったことがある全員の氏名及び住所又は居所並
びにこれらの者についての前事業年度における報日の有無を■●した名

")
特定非営利活動法人アトビッ子地重の子土立トワーク2024年 3月 31日 現在

1 確認事項 (法第20条及び第21条を確認の上、チェックを入れてください。)

日以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第 20条関係)

□各役員について、親族の規定に違反していません。 (法第 21条関係)

2 役員一覧

役 名
どちらかにO

(フ リガナ ) 前事業年度内の

就任期間

報酬 を受 けた期間

(該当者のみに記入)

氏    名

11 監 事

タカハシヒロアキ

高橋 広明

2023年 4月 1日

2024年 3月 31日

年  月  日

年  月  日

12 ・監事理 事

タンケイジ 2023年 4月 1日

2024‐年3月 31日

年 月

月

日

日年丹 敬 二

13 ・監事

ハタケヤマヨウスケ 2023■=4月 1日

2024年 3月 31日

年 月

月

日

日年畠山 洋輔

14 ・監事理 事

マエカ ワタカフ ミ

前川 隆文

2023年 4月 1日

2024年 3月 31日

年 月

月

日

日年

15 理事

ミクモタカマサ

三雲 崇正

2023年4月 1日

2024年 3月 31日

年:   月   日

午:  月   日

S 以下余 白

年 月

月

日

曰年

年 月

月

日

日年

年  月  日

午:   月   日

年   月 日

日年 月

年 月

月

日

日年



書式第4号 (法第 10条・第 28条関係)

2023年度  社 員 名 簿 (社員のうち10人以上の者の名簿)

2024年 3月 31日 現在

特定非営利活動法人ア トピッ子地球の子ネットワーク

氏    名

1 赤城 智美

2 石黒 秀仁

3 石田 満美

4 牛山 美穂

5 木村 彰宏

6 高橋 広明

7 野中かお り

8 畠山 洋輔

9 山岸 紀恵

10 吉澤 淳

以下余白




